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 お もに1990年 以 降に刊行 された ドイツの舞踊 に

関す る文献 を, ドイ ツ表 現舞 踊 と タンツテ アー

ターを中心 に紹介 する。

0. 事 典, 雑 誌

 ドイツ語 圏では, コ ーエ ンの ダンス ・エ ンサ イ

ク ロペ デ ィア(1998)や ラ ルース の ダ ンス事典

(1999)に 相 当す るよ うな舞踊事典は刊行 されて

い な い が, 1997年 に 完 結 し た7巻 本 の. Pipers

Eizyklopadie des Miiktheaters, Piper Verlag, 1986-

97は, 約200人 の 振付家 の項 目を設 け るな ど, 舞

踊 も視野 に入 れた編集 となっている。 また, バ レ

エ の作 品 解 説 事 典 と して 定 評 の あ るRedams

Ballett Fuhere1956, 12. Aun. 1996, Reclamの 一 種

の補遺 と して ホルス ト ・ケ ーグ ラーが ま とめ た

Horst Koegler: Klelnes Worterbuch des Tanzes, 

Reclam, 1999は, 現 代 ドイツの舞踊 の状況 も反映

した手頃 な舞踊用語事典だ。

 1980年 代 後半, ドイ ツ語圏では ダンスの隆盛 と

と もに ダ ンス専 門誌 の創刊 が相 次 いだ。 まず, 

tanzdrama(季 刊)は, 1987年 に ヘ ー トヴ ィ ヒ ・

ミュラーがマ リー ・ヴィグマ ン協会 と共 同で, ド

イツ表現舞踊 を中心 に 「舞踊史 と舞踊 の現況 との

関係 を明 らか にす ること」 を目的に創刊 した研究

雑誌で, 毎 号掲載 され る舞踊史上 の人物 を紹介す

る論 文 は じめ, ドイツ表現 舞踊研 究 の基本 的 な

デー タや研 究 の現状 を知 る には格 好 の ソース と

なってい る。1998年 に は, バ トリツィア・シュテ ッ

ケマ ン, カ ーチ ャ ・シュナイ ダーが共 同編集者 と

して加わ り, 公 演評 は じめ コンテ ンポラ リー ・ダ

ンスへの 目配 りもき くようになって きた。 また, 

1988年 にそれぞれ オース トリア とスイスで創刊 し

たanz Affche(年10回 刊)とTnz dr Dige(隔

月刊)は, そ れ ぞれの地域 の ダンスの動 向を捉 え

るには不 可欠 な雑誌 といえるだろう。 いっぽ う, 

1986年 に創刊 したtanz uenlは, 1994年 にEallan

inemaHnal(1982-)と 合 同 して. Hlett inerna. 

tional/Tiz Aktell(月 刊)と なった。 ドイツの

舞踊 の現況 を もっ とも反 映 した同誌 はそ の後, 

ヨー ロッパの代 表的な舞踊専 門誌の ひ とつ に成長

した。

1. ドイ ツ表現舞踊

 ドイツ表現舞踊 の成立 の契機 として, 19世 紀 末

に始 まる生活改革 運動(Lebensreformbewegung)

と呼 ば れる オル タナテ ィヴ運 動, 世 紀転 換期 の

ヴァリエテ, 草 創期 のモダ ン ・ダンス を挙げ るこ

とがで きるだろ う。生活改革運動 にみ られ る自然

や身体へ の覚醒 は, 田 園都市ヘ レラウに開設 され

た ジャック=ダ ルクローズの リ トゥミック学校 や

モ ンテ ・ヴェリタの ラバ ン学校 を通 じて, マ リー・

ヴ ィグマ ンを軸 に ドイ ツ表現 舞踊 の成 立へ と連

なってゆ く。

 ドイ ツ語 圏では, 現 代的 な視点 に立 って ドイツ

表現舞踊 につ いて包括的 に記述 した著作 は未だ出

ていないが, 1986年 にバ イロイ トで開催 された シ

ン ポ ジ ウ ム 〈表 現 舞 踊 〉に 基 づ い たGunhild

Oberzaucher-Schiiller(Hg. ): Ausdruckstanz-Elne

lnitteduTopaische Bewegung der eresten Hae ds 20, 

Tihunndrts, Florian Noetzel Verlag, 1992は, 現 代

の表現舞踊研究の 出発点の ひとつ とな った論文集

だ。また, 1993年 の 〈Weltfrieden-JugendglUck〉

展 に際 して 出版 されたHedwig MUIIer, Patricia

Stockemann(Hg.). jeder Mensch ist ein Tanner

-Ausdruckstanz n Deuzschland zwischen1900 und

1945, Anabas Verlag, 1993に 収 録 され てい る編者

2人 の基調論文 は, 表 現舞踊 のアウ トライ ンを的

確 に描 き出 してお り, 邦 訳 が, 《ドイ ッ ・ダンス

の100年 一映像 でみ る身体 イメージ と表現主義》

(東京 ドイツ文化セ ンター/パ ーク タワー ・アー

トプログラム, 1996)に 収録 されている。いっぽ

う, この時期の ドイツの身体文化 を, ヌ ーデ ィズ

ム, 体 操, ダ ンス, 写真, 批 評 な ど, 幅広 いスペ

ク トルで分析 し, 「生命力 にあふ れた, 歴 史上ユ

ニークな近代 のアイデ ンテ ィテ ィ」 の形成 として

描 き出すEric Toepfer: Empie of ecstasy-nudity

ａnd ovenlen in German body ouire, 1910-1935,

University of Califomia Press, 1997は, 表 現 舞踊 をこ

の時期の身体 文化全般 は じぬ より広 い コンテク

ス トで捉 えるための必読書 といえるだろ う。

1. 1ヘ レラウとモ ンテ ・ヴェ リタ

 ドレスデ ン郊外 に建設 された田園都市ヘ レラウ

に関す る研 究文献は, ドイツ再統一後, 質量 とも

に飛躍的 に充実 した。ヘ レラウ とダルクローズ学

校 との関係 について は, Karl Lorenz Vge nach

Hellerau-uf den Spuren dr Rhythnmik, Hellerau

Verlag, 1993に コ ンパ ク トに記 述 され てい る。 リ

トゥミックや舞踊研究か らのヘ レラウにアプローチ

した文 献 としては, Reinhard Ring(Hg.): Hnerau

Synaposlon-Fragen zur Geschgichte der Rhythmik, 

Bundesverband Rhythmische Erziehung e. V. , 1993が

あ る。 また, Songrid Hurtgen-Busch: Die Wbigberef-

ternnen der nlsch-musikaichen Erzireing in

Deutschalnd dipa-Verlag, 1996は, ヘ レ ラ ウや ベ

ル リンな どの リ トゥ ミック学 校 で教 師 を務 め た

ニーナ ・ホルターは じめ4人 の女性 たちの生 き方
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を, 資 料 やイ ンタヴュー をもとに叙述 し, フ ェ ミ

ニズム論 を援用 しなが ら, 彼 女 たちの女性 として

の 自立, ダ ルクローズ, さ らにはヘ レラウの脱神

話化 を試 みた ものだ。その成否 は ともか く, ドキュ

メ ン トの部分 は一読 に値す る。

 ラバ ン学校が 開校 されていたス イスの神秘主義

コロニー, モ ンテ ・ヴェリタにつ いては, Monte

verit y-Berg der Wahrheit, Arrnando Dado, 1980

や, Martin B. Green: The Mountain of Thth-The

Counterculture Begins, Ascona, 1900-X920, University

Press of New England, 1986以 降 目立 った文献 は

出てい ないが, 1995年 に フラ ンクフル トで 開催

され た展 覧会 の カ タログ に収 録 され てい るPia

Witzmann: "Dem Kosmos zu gehort der Tanzende", 

in: Okkultismus und Avantgarde Von nunch bis

Mondrian. 1900-19155, edition tertium, 1995は, ダ

ンスへのオ カルテ ィズムの影響 を考察 した好論文

だ。 またGiorgio J. Wolfenberger: suzane Pbrrottet

-Ein bewegtes Leben, Quadriga verlag, 1995は, 

ジ ュ ネー ヴで ダル クローズの リ トゥミック開発 に

生徒 として加 わ り, ヘ レラウで リ トゥ ミック教 師

を務めた後, モ ンテ ・ヴェリタの ラバ ンの もとへ

走 ったシュザ ンヌ ・ペ ロテ ッ トの伝 記資料集だ。

C. G. ユ ングは, 彼 女 が教 える身体 運動 に心理療 法

の効 果を認 め, ペ ロテ ッ トもセ ラピー と して実践

した。この ときの アシス タン トが ダ ンス・セ ラピー

の創 始者 のひ とり トゥルデ ィ ・シ ョープだ った。

1. 2ヴ ァ リエテ とダンスの近代

 世紀転換期 のヴ ァリエテ ・ダ ンサーたち をダン

スの近代 の担 い手 として再評価 してい るの は, 

1988年 の リヨン ・ダ ンス ・ビエ ンナー レで光 あふ

れるロイ・フラーの ダンス を復 元 したブリギ ーダ・

オ ハ イ ム だ。彼 女 の ロ イ ・フ ラ ー 論Gabriele

Brandstetter, Brygida Ochaim: Loie Fuller-Tanz

Lfcht-Spiel・Art Aouveau, Rombach Verlag, 1989

の 共 著 者 ブ ラ ン ドシ ュ テ ッ タ ー は, Gabriele

Brandstetter: Taz-Lektuen Korpefbilder und

Raumflguren der A vantgarde, Fischer Taschenbuch

Verlag, 1995で, 世 紀 転i換期の新 しい ダンス と文学

の緊密 な相互関係 を読み解 き, 近 代的 な主体の表

現 とアヴァンギ ャル ドの美学の形成の理解 に独 自

の議論 を展 開 している。 また, オハ イムが企画 し

た展 覧会のカタログBrygida Ochaim, Claudia Balk: 

Varte-Tanzerinnen um 1900-Vom Sinnenrausch

zu Tanzamodme, Stroemfeld Verlag, 1998に は, ク ラ

ウデ ィア ・バ ルクに よる フェ ミニズム論 的な視 点

に立 ったヴ ァリエ テか らダ ンスの近代へ の補助線

が 引かれてい る。

 イ サ ドラ ・ダンカ ンは, 1902年 と翌年 の ドイツ

での成功 を受 けて, 1904年, ベ ル リンで 「自由舞

踊学校」を創設したが, Frank-Manuel Peter(Hg. ): 

Isda Elizabeth can in Deutschland Wienand, 

2000は, 編 者 が館 長 を務め るケル ンの ドイッ ・ダ

ンスアーカイヴの新 収資料な どをもとに, ドイ ツ

にお けるダ ンカ ン受 容 を多角的に検 証する ことで, 

従 来 のダ ンカ ン研究 の空白 を埋 める ものだ。

1. 3 ヴ ィ グマ ン, ラバ ン, ヨー ス

 1986年 には, 生 前 マ リー ・ヴィグマ ンとも交友

のあ った高名 な批評家 によるWalter Sorell: 福aワ

Wigman-Ein Vermachtnis, Florian Noetzel Verlag, 

1986と 新 進 気 鋭 の舞 踊史 家 の手 に よるHedwig

Muller: Mary Wigman -Leben und Wer der

Grossen Tanzed, Quadriga verlag, 1986の2冊 の評

伝が 上梓 されたが, 1990年 代 にも, 各 々 特色あ る

2冊 の評伝が 出版 され ている。Susan A. Mannig: 

Estasy and dedmoon-Feminismad atioalism

1n the dance of Mary Wlgman, University of

Califomia Press, 1993は, ヴ ィグマ ンの主要作 品の

ひ とつ ひ とつ をフェ ミニズム論 と政治的 な思考 の

枠組み を使 って詳細 に検討 し, ヴ ィグマ ンとナチ

ズム との関係 を分析 した刺激的で魅力あ る論考 と

な ってい る。い っぽう, 有 名 な伝 記叢書の一冊 と

し て 刊 行 さ れ たGabriele Fritsch-Vivie: Mary

Wlgzna, Rowohlt Taschenbuch, 1999は, 日記, メ

モ類 を手がか りに した初期 ヴィグマ ンの 自己形成

の記 述 に力点が置かれてい る。

 ル ドル フ・ラバ ンの伝記Valerie Preston-Dunl0P: 

Rudolf Labn -An EYtraordnary Dance

Books, 1998は, 長 年 にわ た って ラバ ン研 究 に携

わって きた ラバ ンのイギ リスでの高弟 の手 になる

ものだが, 出典 を一切記 さない引用 や, 後 述す る

ナチズム と舞踊 の関連資料 を等 閑視す るな ど, 評

伝 としては問題 を残 している と思 われる。

 ク ル ト ・ヨ ー ス に つ い て は1985年 の 展 覧 会

〈Kurt Jo0ss-Leben und Werk〉 の カ タ ロ グUrs

Leicht(Hg.):boss, Ballett-Bnen-Verlag, 1985以

降 ドイツ語圏で は目立 ったモ ノグラフは公刊 され

てい ないが, 英 語圏 ではニ ューヨー ク大学 のスー

ザ ン・ヴァル ターが, Suzanne K. Walther…TeDaoe

Theater of Kuft Toss, Harwood Academic

Publischers, 1993 と, Te Dace of Death-Kurt

Jooss and the Welmar Years, Harwood Academic

Publischers, 1994を 上 梓 してお り, ヨース生誕100年

にあ た る今 年 シュ テ ッケマ ンによる評伝Patricia

Stockemann: Etwas ganz Neues m uss nun entstehen-

Kurt Jooss and das Tan theater, Klaus Kieser Verlag, 

2001も 刊 行 予定 とな っている。 また, 代 表作 《緑

のテーブル》に関 しては, 初演60周 年 を記念 した

学 会 の 講 演 を も と に したAndy Adamson, Clare

Lidbury: Kurt Jooss-60 years of The Green Ta ble, 

The University of Birmingham, 1994が 刊 行 されてい

る。 なお, ク ル ト ・ヨースが設立 に加 わ り, 戦 後, 
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ピナ ・バ ウシュは じめ多 くの舞踊家 を輩出 してい

るフ ォル ク ヴ ァ ング(芸 術 大 学)に つ い ては, 

Claus Raab: Folkwang-Geschlchte elner Idee

Musik-Tanz-Theater, Florian Noetzel Verlag, 

1994が 参 考 になる。

 この ほかの 同時代 の舞踊家 に関す る文献 を挙 げ

ると, オス カー. シュ レンマーの トリアデ ィック・

バレエについては, Dirk Scheper: Oskar schleaar:

Das Triadische Ballett and die Bauha usbiihne, 

Akademie der KUnste, 1988が 充 実 してお り, ハ ラル

ト ・ク ロ イ ツベ ル ク につ い て は, Frank-Manuel

Peter(Hg.): Der Tanzer Harald Kreutzberg, Edition

Hentrich, 1997が, 多 数 の新資料 とともに, 表 現舞

踊 を代 表す るこの男性 ダンサ ーを多角的に捉 えた

論文集 と して注 目され る。 グレー ト ・パル ッカに

ついて は, Peter Jarchow, Ralf Stabel: Paluca. Aus

ihrem Leben -Uber iher Kunst Henschel Verlag, 

1997と い う 「暫定的」 な伝記が刊行 されている。

また, 1920年 代 ベ ルリ ンのキャバ レーで活躍 した

ダンサーの評伝で は, Frank-Manuel Peter: Valeska

Gert, 1987, Edition HenrichとLothar Fischer: Anita

Berber-Thaz zwisben Rasb und: Tod Haude &

Spener, 1984が 面 白い。

 さ らに, 1930年 代 か ら1960年 代 の ドイツで もっ

とも重要 な舞踊家の ひ とりドー一レ・ホイアは, 1980

年代 に入 ると, ドイツ表現舞踊 とタンツ ・テアー

ター を結 ぶいわ ばミッシング ・リング として も再

評 価 され る ように な ったが, 彼 女 につ いて は, 

Deutsches Tanzarchiv Koln(Hg.) IJore Hoyer-

Tanzed, Edition Hentrich, 1992カ ミい まの ところ唯

一のモ ノグラフだ
。

1. 4ナ チ ズム と舞踊

 ナ チズム と舞 踊 とい う重いテーマは, ドイツの

舞踊史研究 のなかではいわば避 けて通 られ てきた

項 目だ ったが, これ に正面 か ら取 り組 んだLilian

Karma, Marion Kant: Tanz unterm Hakenkreuz-

Eine Dokalentatla, Henschel Verlag, 1996は, ドイ

ツ舞踊史研究 の必読書 のひ とつに加 わった とい え

るだろ う。2部 構成 の第1部 は, 舞 踊 家 カリーナ

の回想, カ ン トによる第2部 は, ナチ スの文化政

策 と個 々の舞踊家 との相互 関係 を史料 に基 づいて

記述 した部分 と初め て公 にされた関係 史料 によっ

て構 成 され てい る。例 えば, 1930年, ベ ル リンの

国立歌劇場バ レエ監督 に就任 していた ラバ ンはナ

チスが政権 を握 った1933年, 劇 場 の児童 バ レエ ・

コースか ら非 アーリア人生徒の排除するが, そ れ

は, 非 アー リア人児 童 の就学が禁止 される5年 も

前 の ことになる。同 じカン トが, ナ チ時代 か ら戦

後1949年 までのマ リー ・ヴィグマ ンについて叙述

した論 考Mary Wigman-Die suche nach der yerloren

Wblt, in: tanzdrama Nr…25, 26, 1994は, 前 掲 書 と

ともに物議 を醸 したのはいうまで もないが, 昨年

ブ リュ ッセルで出版 されたLaure Guilbert: Dasef

avec le Ille Reich-Les danseurs modernes sous le

aziame, Editions Complexe, 2000は, この 成果 も取

り入 れた好著 だ。 ギルベ ールは, そ の前半部 で, 

1910年 か ら1934年 までを舞踊 とい う芸術 が聖 なる

次元 を探 求 したプロセス として分析 し, ナ チ時代

の 「身体運動文化」 を扱 った後半部では, 表 現舞

踊 のパ イオニアたちが 目指 したユー トピアの神秘

主義 的な側面 に焦点 を当て, そ こにみ られる両義

性, 矛 盾, 権 力 闘争が ナチ時代 の ドイ ツのダ ンス

の運命 に決定 的な影響 を及 ぼ した と結論づ けてい

る。

2一 タンツテアーターとダンスの現在

2. 1 タ ン ツテ アー ター

 1920年 代 か らラバ ン, ヨース らによって, 彼 ら

の新 しい舞台芸術 の総称 として使 われていたタ ン

ツテアー一ター一とい うことばが, 1970年 代 初 めに, 

ピナ ・バ ウシュ, ヨ ーハ ン ・ク レスニク, ゲ アハ

ル ト・ボーナー, ラ インヒル ト ・ホ フマ ン, ズザ

ンネ ・リンケ な どに よって再 び使 われ るよ うに

なった。その後, ピ ナ ・バ ウシュの成功 と成果 を

背景 に, 当 時の西 ドイツではバ レエを含 む多 くの

ダンス ・カンパニ ーが 自らをタンッテアター と呼

ぶ ようにな り, 現 在では, パ フォー一ミング ・アー

ツ としての ダンス総体 を指す ことば として も流通

す る よ う に な っ て い る。Susanne Schlicher: 

Tanztheater -Troditaen und Ereiheiten. Pina

Basch, Gdhard Bohner, Rebild Hoffmann, Hans

Kreanick, susane Linke, Rowohlt Taschenbuch

Verlag, 1987は, ピナ ・バ ウシュをは じめ とす るタ

ンツテ アー ター第一世代 と呼 ばれる振付家 たちを

取 り上げた初のア ンソロジーだ。 ドイツ舞踊史 を

タンツテ アー ター-をキー ワー ドに読み直そ う と試

み るJochen Schmidt: Tanztheater in Deutschlad, 

Propylaen Verlag, 1992は, 非 常 にイ ンフ オマ テイー

フな概 説書 だが, ドイツ表現舞踊 か ら説 き起 こ し, 

タ ンツテアー ター第一世代 の振付家 を個 々に取 り

上げ, さ らに, 他 の ドイッの主要 な振付家 たちを, 

ア ウ トサイ ダー, 周 縁者, 同調 者 な どとしてタン

ツテアー ターに回収 してゆ く記述が どこまで有効

なのかは疑 問が残 る。

 個 々の振付家 のモノグラフで は, ピナ ・バ ウシュ

に 関す る ものが もっ と も多 い。Norbert Servos: 

Pila Basch-Wuppertaler Thatheater odbr Die

Kunst elnen Goldflsch zu dressleren, Kallmeyer

Verlag, 1996(初 版1984)は, ピ ナ ・バ ウシュ作

品の詳細 な解説ハ ン ドブック(と い って もA4版

2段 組319頁)だ が, 1975年 以 前 の作 品が取 り上

げられてい ない こと, 基 調論文 が初版 の ままであ

ることを除 けば, 現 在 もっとも有用なモ ノグラフ
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とい えるだろう。 ゲアハ ル ト ・ボーナーにつ いて

は, Edition Henrich(Hg.): Oerhad Bbhner-7anzer

ad Chongograph, Edition Henrich, 1991, ま た, ヨー

ハ ン ・ク レ ス ニ ク につ い て は, Uta Ackermann

(Hg.): Johann Kresnik und sein Choreographiscts

TheAter, Henschel Verlag, 1999とUlrike Lehmann: 

Jahann Kresnik-Choreographlsche Sklzzen and

Zeichnungen 1973-1998 Salon Verlag, 1999が, ク

レスニ ク60歳 を機 に出版 されてい る。

2. 2ダ ンスの現在

 ドイツ語 圏では, い わゆ るコンテ ンポ ラリー ダ

ンス を扱 ったモ ノグラフが出る ことは未 だ まれだ

が, ジ ェ ン ダ ー 論 を 援 用 したJanine Schulze: 

Dancing Bodies Dancing Gender-Tanz im 20. 

Jabandert as dr Perpektive der Gendr-

Theorie, Edition Ebersbach, 1999は, 例 え ば, サ ー

シ ャ ・ヴァル ツの 《トラ ヴェロー グ三部作 》, ロ

イ ド・ニ ュー ソンの 《エ ンター ・アキ レス》, ウ ィ

リアム ・フ ォーサイスの 《オブ ・エニー ・イフ ・

アン ド》 など非常 に異 なったスタイルの振付作 品

を取 り上 げ, そ れ らが, ジ ェ ンダーを反映す るよ

うな身体 イメージを演 出 し, そ れと同時 に, そ の

イメージをず ら し失効 させ ている, とす るような, 

脱 構築的 な作品分析の部分 に読み応 えがあ る6

 ピ ナ ・バ ウシュが登 場 したとき殿誉褒財の なか

で擁 護者 の ひ と りだ った舞 踊批評 家 ヨッヘ ン ・

シュ ミッ トが, 皮 肉なことに拒否反応 を示 して, 

「コリオグラフィーの終末」 を宣言 したのは1998

年 の タンツ ・プ ラッ トフォルムだ ったが, そ の傾

向は, 2000年 の プラッ トフォルム にも引 き継 がれ, 

ベ ル リン, フ ランクフル ト, ハ ンブルクな どの非

公 立劇場 を拠点 に活動 す るグザ ビエ ・ル ・ロワ, 

ジ ェ ローム ・ベ ルな ど奇怪 な身体(像)を 実験 的

な手法 で提示す る振付家 たちは, 最 近 では, ドイ

ツ内外 のフェステ ィヴァルで も頻繁 に取 り上 げ ら

れる ようになって きている。Helmut Ploebst: Ab

wid no wad-Aeue Choreographie in der

Gesellschaft des Spektaels, Kieser Verl ag, 2001は, 

こ う した1990年 代 後半以 降に注 目を浴 びるように

なった ドイツ内外で活躍す る振付家9人 を取 り上

げた初めてのモ ノグラフだ。
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